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哲
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子
ど
も
・
若
者
に
豊
か
な
育
ち
と
学
び
を
保
障
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
学
び
と
教
育
を
創

り
出
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
と
て
も
大
き
な
問
い
で
す
が
、
答
え
を
人
任
せ
に
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
自
身
が
日
々
の
実
践
と
研
究
を
通
じ
て
答
え
を
探
求
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
な
た
も
こ

の
取
り
組
み
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

民
主
教
育
研
究
所
は
、
市
民
と
教
育
者
が
自
主
的
・
主
体
的
に
設
立
し
た
研
究
と
交
流
の
場
で
す
。
賛
助
会
員
が
収

め
て
く
だ
さ
る
会
費
は
、
民
主
教
育
研
究
所
の
研
究
活
動
を
支
え
る
資
金
と
し
て
た
い
せ
つ
に
使
わ
れ
ま
す
。
民
主
教

育
研
究
所
は
皆
さ
ま
の
支
え
な
し
に
活
動
を
続
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

賛
助
会
員
に
な
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
は
、
年
４
回
刊
行
す
る
機
関
誌
『
人
間
と
教
育
』
を
お
届
け
し
ま
す
。
審
査

は
あ
り
ま
す
が
、
論
文
を
投
稿
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
あ
な
た
も
民
主
教
育
研
究
所
を
創
る
仲
間
に
加
わ
っ
て
く
だ

さ
い
。

◆129号 ＜2026春＞
特 集 排外主義―その背景と教育の課題

◆128号 <2025冬>
特 集 学問の自由が危ない

――学術会議法人化の何が問題か
◆127号 ＜2025秋＞
特 集 いま、戦争の記憶をどう継承するか

『年報』を発行しています
第２5号（２０２5年１2月） 頒価１８００円

未来をひらく教育課程と授業づくり

はじめに いまなぜ 教育課程と授業づくり実践なのか
Ⅰ 教育DX時代にたちむかう
Ⅱ 滝口正樹の教育課程・授業づくりが切り拓いたもの

Ⅲ 鈴木博美の教育課程・授業づくりが切り拓いたもの ほか

教育の焦点的諸問題を実践的理論的に探究する季刊誌

年４回発行 定価1190円＋税

民主教育研究所

●〒102-0084

●東京都千代田区二番町12-1

● 全国教育文化会館 ６Ｆ

●Tel ０３-３２６１-１９３１

●Fax ０３-３２６１-１９３３
●Email office@min-ken.org

●HP https://www.min-ken.org
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研 究 委 員 会 研究テーマ
子ども研究委員会

生活・学習・発育におけるデジタル化の問題、生物的観点
での身体危機、コロナ禍の影響、「論点整理」に対置すべき
子どもの実態、「個別最適化」と公教育の矛盾、学校での活
動、休み時間の意味、教師の専門性、遊びと子どもが守り
育てられる権利 （委員長 馬場久志）

中等教育研究委員会
不登校経験を持つ生徒の受け入れとキャリア教育の実態の
把握。高校への聞き取り調査、分析し、カリキュラムや教
育環境、教員と生徒、生徒同士の関わり、進路指導の実態
と不登校生受け入れ校がどのような点において異なってい
るのかを明確化 （委員長 阿部英之助）

「特別支援教育と子ども・学校」研究委員会
「インクルーシブ教育」の現状と課題、通常教育における
「インクルーシブ教育」の現状と方向性、障害児教育の教
育環境の現状と改善の方向性 （委員長 児嶋芳郎）

教育課程研究委員会
新学習指導要領とその各教科・領域案について、各民間教
育研究団体・組合教研などの成果と課題を突き合わせ。政
策・財界の動きと意図を分析・検討。「公教育」としての教
育（課程）の根本問題を考察 （委員長 金馬国晴）

教育行財政研究委員会
給特法改正に伴う教育委員会による教師の業務量管理、学
校運営協議会に求められる役割の変化、部活動の地域移行、
地域に開かれた学校、高校「魅力化」、小規模校特任校の調
査・研究と小中一貫校化の課題。高校再編と公私の生徒獲
得競争、不登校特例校と通信制高校 （委員長 山本由美）

「ジェンダーと教育」研究委員会
家族と労働のあり方をジェンダー平等の視点から問う。多
様な人々の人権尊重を基盤とするセクシュアリティ・ジェ
ンダー平等教育の現状と課題。学校関係者の労働と管理統
制の問題をジェンダー平等の視点から問う。災害・戦争と
ジェンダー （委員長 杉田真衣）

「環境と地域」教育研究委員会
核開発の推進が教育のあり方にどのような影響を及ぼして
いるのか。「技術の維持・開発、人材の育成・確保」から、
教育において展開されていくことが予想。核開発地域にお
ける情報収集し、現地調査を行い、教育実践と運動のあり
方についての検討 （委員長 安藤聡彦）

国際教育研究委員会
国際的視野に立って人権、平等、平和、非暴力の教育思想
と実践を捉え直し、新自由主義教育への対抗軸を探る

（委員長 勝野正章）
せんせいの未来を拓くプロジェクト

新給特法の法構造、政策、各自治体における運用実態に関
する批判的分析。現実問題を解決するための法理論、制度、
実践を提示。各自治体における条例制定状況分析、義務標
準法・高校標準法の改正による教職員増員の筋道、労働基
本権の回復と教職員組合運動の課題、子どもの権利と教職
員の労働条件の連関に関する理論研究 （委員長 高橋 哲）

こ
の
研
究
所
は
、真
理
と
真
実
に
基
づ
き
、研
究
を
と
お
し
て
広
く
教
育
の

仕
事
に
携
わ
る
も
の
の
実
践
を
支
え
励
ま
す
拠
点
と
し
て
設
立
さ
れ
る
。研

究
と
教
育
は
統
一
的
に
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、教
育
実
践
を
担
う
教
育
者

自
身
も
ま
た
研
究
の
主
体
で
あ
る
。研
究
の
過
程
で
は
、自
由
と
自
主
性
を

重
ん
じ
、異
な
る
意
見
や
研
究
方
法
の
多
様
性
を
認
め
あ
う
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。

研
究
所
は
、教
育
の
実
践
・研
究
に
関
わ
る
情
報
の
収
集
、交
流
に
努
め
、

必
要
な
調
査
や
教
育
上
の
課
題
の
研
究
を
行
う
。ま
た
、共
通
の
願
い
に
も

と
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
全
国
各
地
の
諸
研
究
機
関
と
の
交
流
に
努
め
る
。

私
た
ち
は
、地
域
の
切
実
な
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
か
ら
出
発
し
、人
間

的
な
視
野
に
立
ち
、広
く
学
問
や
文
化
に
学
び
な
が
ら
、人
間
と
教
育
に
つ
い

て
の
英
知
の
結
集
の
場
と
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
、こ
こ
に
民
主
教
育
研
究
所

を
設
立
す
る
。

（
一
九
九
二
年
・設
立
趣
意
）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

憲法と平和教育プロジェク
小中高校の教科書における憲法・平和に関する記述を
分析。教科書の記述内容は教科書検定により規制され
ている一方、そのなかにあっても出版社による差異。
それらを比較しつつ、より良い教科書づくりのための
課題を検討 （委員長 中嶋哲彦）

地域の教育研究所、教育運動との交流を通じて

教育実践・教育研究を発展させる

第35回全国教育研究交流集会 in 東京

講演 小林 武 さん
「憲法の大切さと現政権による憲法改定の危うさ」(仮)

２０２6年１2月19日(土)・20日(日)

１日目：全体会・会場（全国教育文化会館7F）とオンライン
２日目：分科会（完全オンライン）

◆賛助会員 になって下さい

民主教育研究所は、全日本教職員組合の組合

員と賛助会員によって財政が支えられ、自由と自主

性を重んじて運営されています。研究活動の一層の

発展のために、ひとりでも多くの方に賛助会員とし

てご協力いただきたく、お願い申し上げます。

賛助会員の年会費は１万円（学生・院生は５千円）

です。年４回発行の『人間と教育』と「民研だより」

を送付します。また民主教育研究所発行の書籍の

値引き販売もしています。

申込みはメール・ＦＡＸまたはＨＰからお願いしま
す。名前、住所、所属、電話番号・メールアドレスをお

知らせ下さい。

民研の運営委員・顧問等
代表運営委員 中嶋哲彦（名古屋大学名誉教授）
副代表運営委員 金馬国晴（横浜国立大学）
児美川孝一郎（法政大学） 杉田真衣（東京都立大学）
山本由美（和光大学名誉教授）
運営委員
安藤聡彦（埼玉大学名誉教授） 石山雄貴（鳥取大学）
大島和重（全日本教職員組合） 河合隆平（東京都立大学）
木村浩則（文京学院大学） 髙橋哲（大阪大学）
田口久美子（和洋女子大学）中村清二（大東文化大学）
二ノ宮リムさち（立教大学）馬場久志（日本薬科大学）
松田洋介（大東文化大学）
評議員
地域等からの研究者代表 桜井幹二（北海道） 寺田肇
（青森） 数見隆生（宮城） 三輪定宣（千葉） 関原正裕（埼
玉） 宮川義弘（東京） 折出健二（愛知） 原貞次郎 （長野）
渡辺孝之（岐阜） 熊崎聡（大阪） 宮下直樹（京都）
松田一章（滋賀） 濱田郁夫（高知）
全教代表 金井裕子（書記長）
会計監査
吹上勇人（全教）渡部昌彦（東京民研）広澤郁夫（埼高教）
顧問 朝岡幸彦 池谷壽夫 梅原利夫 太田政男 神山正弘
佐貫浩 田中武雄 中村雅子 橋本三郎 橋本紀子
堀尾輝久 三上昭彦 宮本憲一 八木英二 山田洋次
横湯園子


